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 第１部 セミナー    ５月 １７日（金）  １３：００～１７：００  

１２：００ 受 付 開 始  資料代 1,000 円（会員無料） 

１３：００ 開会イベント              

１３：１０ 基調講演①「美しい森が、日本の林業を救う」 講師 田中淳夫氏（森林ジャーナリスト）

１４：２０ 基調講演②「森林経営計画を活用した新しい地域型林業を！」 

講師 後藤國利氏（前大分県臼杵市長） 

 （休 憩） 

１５：１０ パネルディスカッション     

パネリスト 甲斐若佐組合長（耳川広域森林組合） 佐藤和歌子氏（NPO 法人森をつくろう） 

       藤掛一郎教授（宮崎大学農学部） 

コーディネイター 佐藤宣子教授（九州大学農学部） オブザーバー 田中淳夫氏、後藤國利氏 

１６：５０ 閉 会 

 第 2 部 交流会     ５月１７日（金）   １７：３０～１９：３０  

 交流会 参加費：４,０００円 場所：元気四季を食べる「どんこ亭」  定員３５名 

 宿 泊 民宿または農家民宿 ５,０００円（１泊朝食付） 

 第３部 現場研修    ５月１８日（土）    ９：００～１２：００  

０９：００ 集 合  エキスカーション ２,０００円（昼食付） 

①研究班：諸塚村の林業振興紹介（森林施業現場、諸塚木材加工センターほか） 

②体験班：森林体感エコツアー（春の山菜祭り） 

１２：００ 昼 食            ～１３：００ 解 散 

講師 田中淳夫氏（たなか あつお） 

1959 年大阪生まれ。静岡大学農学部林学科卒業。森 

 林ジャーナリスト。主な著書に『森林からのニッポン 

再生』『森林異変』『いま里山が必要な理由』『日本  

人が知っておきたい森林の新常識』『森と近代日本を 

動かした男 山林王・土倉庄三郎の生涯』など多数。

講師 後藤國利氏（ごとう くにとし） 

1940 年臼杵市生まれ。一橋大学社会学部卒。民間企

業勤務後、1966 年うすき製薬代表取締役社長。1975

年大分県議会議員。1997 年から臼杵市長３期１２年。

現在、㈲うすき林業取締役、百年の森健全育成実践ク

ラブ代表など、林業家としても活動。 

◆参加申込書 申込先：諸塚村企画課　FAX０９８２－６５－００３２

申込み代表者 所　属

住所

℡ e-mail

研究コース
(朝食付)

体験コース
(朝食付)

500 1,000 4,000 5,000 5,000 2,000

（例）森　太郎 ○ ○ ○ ○ ○ 12,500

コメント

問合せ・連絡先：諸塚村企画課　℡０９８２－６５－１１１６

連絡先

エキスカーション
(昼食代含む)

合計
参加者

2月19日

参加希望セクション

昼食
(山菜弁当)

フォーラム 交流会

宿泊


